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したわけですから、委託したところがやるとい

うふうなスタイルにできるような方策を、ぜひ

この連絡協議会と教育委員会で検討していただ

いたらどうかというふうに思うわけであります。 

＋ ＋

 時間も参りましたか、ここからだと見えない

んで、ちょうど。 

 それでは、以上をもちまして一般質問終わり

ます。 

○佐々木謙二議長 ここで暫時休憩いたします。

再開は３時20分といたします。 

 

 

   午後 ２時５９分 休憩 

   午後 ３時２０分 再開 

 

 

○佐々木謙二議長 休憩前に復し、会議を再開い

たします。 

 

 

 鈴木悟司議員の質問 

 

 

○佐々木謙二議長 順位10番、議席番号２番、鈴

木悟司議員。 

  （10番鈴木悟司議員登壇） 

○２番 鈴木悟司議員 今回の一般質問に際して、

今回は私にとっては初めての市議会での一般質

問でございます。発言の前に、一言ごあいさつ

させていただきます。 

 本年４月22日に市議会議員に初めて当選させ

ていただきました鈴木悟司と申します。本日ま

でのちょうど50日間、市民の皆様お一人お一人

の熱い期待を感じている毎日でございます。こ

の壇上に立たせていただいた市民の皆様に深く

感謝する次第であります。この期待をしっかり

と体で受けとめ、長井市の未来のため、子供た

ちの未来のため、勇気と情熱を持って何事にも

取り組んでまいる所存でございます。 

 内谷市長を初めとする当局の皆様、そして

佐々木議長を初めとする市議会議員の皆様のご

指導、ご鞭撻を仰ぎたく、お願い申し上げます。

よろしくお願い申し上げます。 

 早速一般質問の方に入らせていただきたいと

思います。 

 １つ目は、道路の安全についてということで

お伺いいたします。 

 長井市は、今まで行財政改革、財政再建一色

で、市民はあらゆる我慢をしてきたのがこれま

での経緯だと思います。その間におきましても、

地域経済の活性化のために必要な事業を確保し、

必要最低限の生活環境の整備に取り組まれてき

たことも事実であると思います。しかしながら、

市民からの要望が最も多い市道整備にはほとん

どこたえられない状況だったと思います。道路

の環境を整備することは、地方自治体にとって、

市民の生命、財産を守り、安心、安全を確保す

るためのまちづくりの基本的役割だと思います。

私は、地域間において均衡のとれた市道整備は

とても大切なことだと思っております。 

 内谷市長が３月定例会でご答弁されておりま

したが、「特に道路整備については必要不可欠

だと思っておりますので、整備路線の選定に当

たっては、緊急性のほか、地域における要望の

優先順位や地域間のバランスなどを考慮して、

費用対効果の高いところから順次進めていかな

ければならないと思います」とのご発言でした。 

 私は、この中で一番大事なことは緊急性だと

思っております。緊急性が必要な場所が長年改

善されずにきているのではないかということで

す。ことしに入ってから九野本地区では、お年

寄りが排水路と用水路に落ちてお亡くなりにな

るという事故が２件も出ております。安心して

通行できない場所はたくさんあるんだと思って

おります。日中は余り感じないが暗くなると危

険であるなど、この程度なら大丈夫だろうとい
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う大人の目線ではなく、小さい子供やお年寄り

の目線、そして障害者の立場で整備を進めてい

ただきたいと思っております。 

 そういった中で、１番、（１）の通学路の安

全対策でございますが、子供たちが登校や下校

する際、基本的には小学生は徒歩で、中学生は

自転車で通学しているわけでございますが、車

社会の現代において、本当に各地域ごとに安全

協会やＰＴＡの方々が安全に対してさまざまな

ご配慮をしていただいております。道路の陥没

や危険箇所の把握を迅速にしていただき、事故

が起こってからの対応にならないよう細かいパ

トロールをお願いしたいと思っております。 

 実際に私がちょっと目にしたところがござい

ましたので、建設課長と市長にはお写真の方を

お渡ししておりますけども、九野本地区内で道

路と歩道の真ん中にあるポールが、白いポール

ですけども、折れておりまして、鉄板が折り曲

がってむき出しになってるところが３カ所程度

ありました。明るいときですと余り危険だとは

感じないんですが、夜間は歩行者や自転車がひ

っかけて転んでもおかしくないのではないでし

ょうか。だれかがいたずらをすることもあるか

もしれません。ぜひ早急な対策をとっていただ

きたいと思います。 

＋

 ２番目の歩道の安全対策ですけども、歩道に

関しましては、実際に歩いてみないとわからな

い状況が多くの場所で見受けられます。小さい

子供たちが歩いている状況やお年寄りが自転車

に乗っている状況を見ますと、このままでは危

険ではないかと思われた場所がございましたの

で、この件に関しましても、今後の対応につい

てお伺いいたします。 

 このことに関連して、危険箇所へのガードレ

ールの設置基準についてもお伺いしたいと思っ

ております。 

 特に危険ではないかと思われた箇所に、平野

郵便局の信号機より東に向かう歩道にガードレ

ールが必要ではないかと思ったことです。非常

に幅が狭く、舗装がされてある幅が80から90セ

ンチ程度で、崩れて補修されていない箇所が数

カ所ありました。排水路までの深さが歩道から

一番深いところで280センチメートルです。子

供たちに直接聞いたところ、とってもおっかな

いと言っておりました。帽子や手袋を落として

流されたこともあったそうです。特に１年生な

んかはまだ身長は100センチから120センチ、そ

の子たちがこの280センチというところを毎日

通学しております。特に冬期間になれば非常に

危険な歩道ではないかと思われます。ぜひ子供

たちの目線で改善をお願いいたしたいと思いま

す。この件に関しましては建設課長のご答弁を

お願いいたします。 

 実際、この歩道に関しましては、私も公民館

でちょっとお酒を飲んだ後、歩いて帰ってみま

したけども、非常に怖い場所でございました。

一歩踏み外せば落ちていくんだろうなという、

かなり怖いというイメージを夜は受ける場所で

ございます。ぜひご検討いただきたいと思って

おります。 

 ２番目の花の長井のまちづくりについてお伺

いいたします。 

 毎年各地域ごとに長井市の花いっぱい運動に

取り組んでいただき、本当にありがたいことと

思っております。花の植栽に始まり、水管理、

そして除草作業と、四季を通してご協力いただ

いております。特に今年度は６月24、25日に開

かれるフラワー都市交流連絡協議会総会に向け、

花でもてなす心で植栽活動が盛んに行われてい

るようです。特に四季を通じて花の植栽をされ

ている四ツ谷地区などは、花の特性を理解され

て取り組んでおられるようでございます。ほか

にもたくさんの方々がきれいな花壇づくりに頑

張っておられます。 

 ご提案ではございますが、今までのただ花の

種を配るだけというやり方では、ある程度各地
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域の一部分にだけ植栽されるだけにとどまり、

花いっぱいのまちづくりが運動として進まない

のではと不安に思います。ぜひこれからは、長

井の気候に合った植物をふやしていくことが大

切だと思っております。多年草や宿根草など自

然に株がふえる植物、みずから種でふえる植物

など植えていただいて、長井を花いっぱいのま

ちに育てたいものです。商工観光課長のご意見

をお聞かせください。 

＋ ＋

 （２）の最上川河川緑地公園の植栽について

でございます。 

 長年ながい水まつりの開催場所となっている

河川公園でありますが、フラワーボランティア

としてたくさんの市民や各団体の協力を得て長

年花の栽培をしてこられました。市内の幼稚園

や保育園、そして各児童センターの子供たちに

花を植えてもらうことも続けてきました。財政

が厳しい中、花苗代や公園の管理費など予算を

何とか組まれたことと存じますが、徐々に植栽

面積が減っているようです。予算がないからと

いって減らすのではなく、花が好きで参加され

ているボランティアの方たちにしっかりとご相

談し、できるだけお任せをする方法をとってい

ただきたい、それこそ協働のまちづくりだと思

っております。そうすることで、雑草だらけの

公園がもっときれいな公園になるはずです。 

 この件に関しましても、市長と担当課長には

お写真をお渡ししております。きれいな場所と、

あと本当に雑草だらけの場所が二分されている

公園となっておりますので、ぜひ公園に行って

いただいて市長も見ていただければなと思って

おります。 

 もう一つ、噴水の北側にあるグラウンドにつ

いて、芝生のサッカー場をつくりたいというこ

とで、市民主導での整備を目指しているといっ

た新聞を目にしました。本格的な芝生のグラウ

ンドに比べ、費用を抑制した考え方のようでし

た。ぜひ行政としてバックアップできるように

していくべきではないでしょうか。建設課長の

ご意見をお聞かせいただきたいと思います。 

 ３番目の学校おける子供たちの安全について

ですが、（１）に入る前にお話をさせていただ

きます。 

 長井市の教育分野における基本目標、長井の

心をはぐくむ文教のまちの実現とともに、郷土

愛とたくましさをはぐくむ教育の推進、長井市

の未来を担う子供たちの育成を図ることに取り

組んでおられるわけですが、その中で、学校給

食は教育活動の一環として特別活動の中に位置

づけられ、学習指導要綱では、心身ともに健康

で安全な生活態度の形成、学校給食と望ましい

食習慣の形成をいうと示されております。また、

学校給食の充実の中では、学校給食は児童生徒

の心身の健全な発達を目指し、毎日の食事を通

じて健康な食生活習慣の形成を図るものである

から、その指導は健康教育の観点を踏まえ、栄

養指導を中心として実践的、総合的な食教育に

ふさわしい内容を持つものとして、一層の充実

を図る必要が求められています。 

 その中で平成19年度の学校給食共同調理場計

画の中で運営の基本方針がございますが、その

中で給食物資についてお伺いいたします。 

 物資の購入については、市場価格、相場価格、

店頭価格等を把握して適正価格となるよう取り

組むとともに、物資の品質向上、安全性、安定

供給についても最善を尽くし、学校給食の質の

向上と安価な給食づくりに努めるとありますが、

近年、輸入野菜や海外で加工され輸入された食

品などは、安全性について大変不安でございま

す。給食物資について、すべてを国内産で賄う

ことは可能なのか、すべての食材の生産地を把

握できてるのでしょうか。その辺をお伺いした

いと思っております。 

 給食についてもう１点は、米飯給食について、

特選米であるレインボープラン認証米を使用し、

地域の特産を知り、地元に愛着を持つ子供の育
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○大滝昌利教育長 鈴木悟司議員のご質問にお答

えをします。 

成に努めるとありますが、財政再建のため、平

成20年度から標準米との差額分全額を保護者負

担で対応したいとのお考えがあるようです。食

育としてとらえられておられるのであれば検討

すべきと思いますが、この辺を教育長にお伺い

します。 

 まず最初に、安心、安全な給食を食べさせる

ためにということで２点ご質問がありますけど

も、物資の購入については学校給食共同調理場

長の方からお答えをしたいと思います。私の方

からは、レインボープラン認証米の値上げにつ

いてということでのご質問にお答えをしたいと

思います。 

 なお、細部に対してお答えがいただければ、

学校給食共同調理場長からのご答弁もいただき

たいと思います。 

 今、山形県の学校給食の主食であります米に

ついては、標準米のはえぬき２等米となってい

ますが、当市では米の地産地消及びレインボー

プランの振興、あわせて子供たちに安全、安心

でおいしい米を供給し、たくましく生きる力を

はぐくむとともに、長井市が米の産地である地

域性を知り、地域に愛着を持つ子供を育てるた

めに、レインボープラン認証米を供給してまい

っております。このレインボー米の供給により

まして、はえぬき２等米との価格に差額が生じ

ますので、今議会にも48万3,000円の補正予算

を提案いたしております。 

 （１）安全な部活動ができるようにするため

に。 

 市内の中学校は南中と北中の２校ございます

が、両校ともに活発な部活動が行われており、

毎年優秀な成績を残しておられます。特に外で

練習をしている野球部やサッカー部、それにソ

フトボール部やテニス部など、夕方のボールが

見えなくなるまで頑張っているようです。春か

ら夏までは日も長く余り影響はないようですが、

９月に入るとあっという間に日が短くなり、５

時過ぎるともうだんだんとほとんど暗くなりま

す。そのような中で部活動が行われております。

野球のボールなどは以前よりもかたくなってお

りますし、サッカーは見えづらいところでの接

触プレーは非常に危険が伴うものだと思います。

本格的なナイター設備は難しいと思いますが、

危険防止やけが防止のためにも簡易照明は必要

ではないでしょうか。大会前などは、各部の保

護者の方々がレンタルの照明器具で対応してい

たと聞いております。 

＋

 教育委員会としましては、これからもレイン

ボープラン認証米を子供たちに食べさせたいと

いうふうに考えております。しかしながら、非

常に厳しい財政事情にありますので、市の負担

分も含めて食費の実費分ですね、これについて

は何とか保護者の皆さんにご負担いただけない

ものかということで、５月29日開催いたしまし

た学校給食共同調理場運営委員会で提案をさせ

ていただいたところです。当日は当然ながら結

論を出せる内容でありませんので、委員であり

ます各小中学校のＰＴＡ会長さんに持ち帰りい

ただいて、それぞれの学校でＰＴＡ役員会等で

話題にしていただき、その総意を次回、第２回

運営委員会で集約をさせていただきたいという

ふうに考えています。その結果を見て教育委員

会で検討をし、平成20年度の方向性を出してい

きたいというふうに思っています。 

 最後にもう一つ、自動体外式除細動器（ＡＥ

Ｄ）の学校への設置計画についてもお伺いいた

したいと思います。運動部の保護者からは強い

要望があるようですので、教育長のご意見をお

聞かせください。 

 これをもちまして壇上からの質問とさせてい

ただきます。ご清聴ありがとうございました。

（拍手） 

○佐々木謙二議長 大滝昌利教育長。 
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 なお、負担額の増につきましては、米の値段

の動向、牛乳、副菜等の市場価格の動向等も総

合的に考えなければなりませんので明確な数字

は申し上げられませんが、平成19年度の差額分

48万3,000円を単純に児童生徒数で割りますと、

年間１人約170円ぐらいの値上げになるのじゃ

ないかというふうに思っています。 

＋ ＋

 次に、安全な部活動をするためにということ

でお答えをします。 

 まず、南北両中の部活動の時間帯ですが、現

在は南北両中学校とも、夏季は４月から11月ま

で６時半部活動終了、６時45分完全下校。冬期

間12月から３月までは５時半終了で５時45分下

校となっています。南北とも学校の施設以外の

場所で練習している部もありますので、そうい

う移動部については終了時刻が30分遅くなって

います。現在、照明灯は北中に３基、南中に１

基ありますが、主に11月末ごろの時期に６時ご

ろまで利用している状況ですが、最近は保護者

も早い帰宅を望んでおり、照明で不便を感じる

ことはないという学校の見解です。 

 議員の方からは、けがの防止のため簡易照明

が必要でないかというご指摘ですが、私は、中

途半端な明るさはかえって危険が伴うおそれが

ありますので、外での練習は暗くなる前にやめ

るべきだというふうに考えています。今ある照

明を使う場合でも、危険のない練習を顧問が必

ずついてさせるべきと学校の方には指導をして

いるところです。 

 続いて、自動体外式除細動器（ＡＥＤ）の学

校への設置計画についてお答えをします。 

 ＡＥＤについては、以前に谷口議員の方から

もご指摘がありました。中学校の方でも設置を

強く希望しています。現在、長井市には福祉事

務所、保健センター、消防本部防災センター、

救急車等に計６台あるということですが、緊急

な場合に使うものですから、手元にあるという

ことが大事かと思います。買うとなると１台30

万円から45万円くらいだそうですが、年間六、

七万円でのリース方式もあるということですし、

赤十字からの寄附ということもあるということ

も聞いていますので、いろんな面から検討をし

て、年次計画で設置する方向で考えていきたい

というふうに思っているところです。 

 以上です。 

○佐々木謙二議長 鈴木一則建設課長。 

○鈴木一則建設課長 鈴木悟司議員のご質問にお

答えをさせていただきます。 

 １番目の道路の安全についてということで、

（１）通学路の安全対策については２点ほどご

ざいました。道路の陥没や危険箇所の把握を迅

速にし、細かいパトロールをお願いしたいとい

うことと、あと、それからポールが折れている

という、つまり視線誘導標といいますか、デリ

ニエーターポールというのが折れまして、その

鉄板がむき出しになっているところが３カ所ほ

どあるというようなご質問でございました。 

 ご指摘のとおり、未来を担う子供たちの安全

対策につきましては最優先に対策を講じる必要

がございます。毎日のパトロールのほか各地区

などからの連絡をいただいたところは速やかに、

道路につきましては補修材での修繕、それから

ガードレール、標識などは業者に指示し改修を

行っております。 

 また、市内各小学校でつくっていただいてお

ります地域安全マップというのがございます。

致芳小学校はまだつくられてないということを

お伺いしますが、それをいただきましたので、

それを参考に整備箇所の順位に優先をつけなが

ら対策を講じてまいりたいと考えております。 

 それから、議員ご指摘ございました視線誘導

標の折れたものにつきましては、早急に取りか

えを行うよう指示しております。 

 それから２番目に、歩道の安全対策というこ

とでございます。危険な場所につきましては実

際に歩いてみないとわからない状況が多いと、
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その対応について、それから危険箇所のガード

レール設置の基準はあるかという点でございま

した。 

＋

 ５月臨時市議会におきまして、蒲生光男議員

からも、歩道の危険箇所の調査についてご意見

をいただいたところでございます。各地区長さ

ん、市内の各小学校、中学校、高校の学校長、

ＰＴＡに協力をいただきながら、通学路、歩道

を含みましてですが、危険箇所アンケート調査

実施の準備を進めておるところであります。限

られた予算でありますが、関係機関と連携をと

りながら安全対策を講じてまいりたいと存じま

す。 

 市内歩道につきましては、未設置箇所を含め、

旧来の狭い設置基準で設置されてる歩道が市内

に大変多くございます。現在新たに道路整備を

する際は、市道の歩道につきましては2.5メー

ター幅ということで統一をしておるところでご

ざいますが、議員ご指摘の市道石塚線というこ

とになりますが、これは旧基準で整備されたと

ころでございまして、ご指摘のとおり１メータ

ーに満たない歩道幅になってございます。現在

の設置基準に照らし合わせて、財政の展望との

調整を図りながら年次計画を作成し、整備を図

ってまいりたいと考えております。 

 また、道路、路線は土地改良区等の排水路が

並行して走っているというところにございまし

て、ご指摘のとおり、歩道と水路の段差がほと

んどが２メーター以上の高さの段差があるとい

うことで、転落の危険性は私どもも認識してい

るところでございます。ガードレール、つまり

歩行者、自転車用さくでございますが、この設

置基準については転落防止をするために必要と

認められる間には設置ができるということにな

ってございますので、今後、歩道整備にあわせ、

危険箇所の整備とともに順次改善を行ってまい

りたいと考えております。 

 次に、２番の花の長井のまちづくりについて

のうち、（２）の最上川河川緑地公園の植栽に

ついてのご質問にお答えをさせていただきたい

と思います。 

 植栽面積が少なくなってきているということ

と、それからボランティアや関係者ともっとき

れいな公園となるように相談し、方法を探って

ほしいということ。それから２つ目に、河川公

園グラウンドの芝生サッカー場の整備について

行政の支援をというような内容だったと思いま

す。 

 １つ目の最上川河川緑地公園の花壇につきま

しては、フラワーボランティアとして市民の皆

さんから花苗の植栽と育成管理についてご協力

をいただいております。ここ数年フラワーボラ

ンティアの数も減少してきておりますことから、

割り当ての区画数も減ってきておりましたため

に、花壇の中に空白地が出てきている状況でご

ざいます。したがって、この空白地をなくすた

めに、花卉組合の皆さんに昨年まで花の植栽を

お願いしていた部分から、空白地、つまりは、

あの花壇のこちらの観客席側といいますか、西

側の部分に空白があったもんですから、そちら

の方に花卉組合の方々にご協力いただいて埋め

るというようなことで、今年度、植栽をお願い

したという経過でございました。 

 結果として、昨年まで花卉組合の方々には東

側の河川側を中心に植栽をお願いしておったん

ですが、その部分がすっぽり抜け落ちてしまっ

たという状況が発生しております。これについ

ては、市民の皆さんにとって大変、いこいや親

しみのある公園にしていくということが必要で

あるとともに、その花を植える面積の確保とい

うのが大変重要なことと考えております。ボラ

ンティアの皆さんや花卉組合、青年会議所、市

民の皆さん、観光協会、それから商工観光課の

ご意見をお聞きする機会を設け、検討してまい

りたいと思います。 

 大変限られた予算のために花苗の十分な購入
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ができないという状況が今現在ございます。花

壇のオーナー制とか、それから多年草の植栽な

ど、個人的ではございますがご意見をいただい

てるところもございますので、どういう取り組

みができるか皆さんとともに考えてまいりたい

と存じます。 

 ２点目です。せんだって山形新聞の方に、サ

ッカースポーツ場としての芝生化の候補地とし

て新聞に掲載されました建設課所管の最上川河

川緑地公園のスポーツイベント広場についてお

答えをしたいと存じます。 

＋ ＋

 最上川河川緑地公園につきましては、河川管

理者である東北地方整備局長から河川法による

占用許可をいただきまして、長井市都市公園条

例に基づきまして、市民の皆さんの福祉の増進

に資することを目的として設置し管理している

ものでございます。スポーツイベント広場につ

きましては多目的な理由を目的としておりまし

て、現在、占用申請が出ているものでは、サッ

カースポーツ少年団の定期的な使用、それから

会社関係でのソフトボール、幼稚園での運動会

などがございます。そのほか個人的な理由など

占用申請が必要でないものは、ご自由にご利用

をいただいているという状況です。 

 ご質問のスポーツイベント広場の芝生化する

場合についてでございますが、前述したとおり、

占用許可をいただいて設置、管理していること

から、国土交通省との協議が必要であります。

また、問題点として、一般的な芝生の造成と維

持管理につきましては多額の費用を要するとい

うことで費用負担の面と、現地は河川区域内で

あることから、集中豪雨等により水と土砂をか

ぶる可能性があるということ。それから、スポ

ーツ施設として限定した位置づけされたもので

ないということ。それから、芝生として整備さ

れた場合、養生する期間を要する。また、その

芝がはがれるというふうな、利用についていろ

いろと制限が出てくるという可能性があると考

えられます。また、物理的な問題として、実は

あそのグラウンドの下には数カ所、地下といい

ますか、30センチのところに電気配線及びその

表示シートが埋設されているというふうにお伺

いをしております。土を掘り起こすという部分

では、ちょっと非常に問題があるかなというふ

うなところがございます。 

 このような点から、この広場に関してでござ

いますが、芝生化についてはなかなか難しいの

ではないかと私どもは考えてございます。 

○佐々木謙二議長 齋藤理喜夫商工観光課長。 

○齋藤理喜夫商工観光課長 鈴木議員の花いっぱ

い運動の取り組みにつきましてお答えをさせて

いただきます。 

 鈴木議員の方からのご質問の内容は、多年草

あるいは宿根草などのものを考えてもよろしい

のではないかというふうなことでございます。

長井の花いっぱい運動につきましては、昭和55

年のあやめ公園の70周年記念事業をスタートに

したというふうに聞いてございます。その後、

花の咲く期間が長い、あるいは管理の容易性

等々から、今現在ではマリーゴールド、サルビ

ア等の種類を中心としてご利用いただいてると

いうふうな状況でございます。なお、地元の方

は、不足する資材あるいは種類等につきまして、

自分たちで負担をいただきながら購入をして花

いっぱい運動を進めていただいてるというふう

な状況でございます。 

 多年草、あるいは長井の自然に合ったものと

いうふうなことでございますが、今のお話しさ

せていただきました花の期間が長いもの、ある

いは管理の問題、あるいは植栽地の条件等々い

ろんな条件があるのかなというふうに感じてお

ります。その辺につきまして、鈴木議員初め長

井花卉生産組合等の皆さん方等のアドバイスを

いただきながら花いっぱいのまちづくりを進め

ていければなというふうに感じているところで

ございます。 
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 なお、ことし、フラワー都市交流というふう

なことで、各地区あるいは各団体の皆さん方に

かなり大規模にご協力をいただいておりますこ

とに感謝申し上げたいというふうに思います。 

＋

 以上です。 

○佐々木謙二議長 佐藤孝博学校給食共同調理場

長。 

○佐藤孝博学校給食共同調理場長 鈴木悟司議員

のご質問にお答えをいたします。 

 学校給食の物資の購入につきましては、青果

物について、原則、県内産、国内産を指定いた

しまして、産地表示を義務づけさせていただい

ております。しかし、年間を通して外国産と併

用するものが、時期のずれた場合のアメリカ産

のオレンジ、ニュージーランド産のキウイフル

ーツ、また、すべてが外国産となっているもの

にフィリピン産のバナナ、タイ、インドネシア

産のパイン缶詰、アメリカ産の冷凍グリーンピ

ースを使用している状況であります。魚類では

むきエビだけが外国産となっております。また

肉類では、豚肉、鳥肉、そして加工を含めての

ほとんどが国産を使っておりまして賄っており

ますけれども、その中でも牛肉につきましては

学校給食用のオージービーフ、オーストラリア

産ということになりますが、予算的な関係でそ

れをどうしても使わなければならないときもご

ざいます。また、長井の地元産で賄ってるもの

に、みそ、しょうゆ、豆腐、卵、草岡ポークフ

ランク等を使用している状況であります。 

 以上につきまして、山形県の学校給食会、地

元納入組合などから納品になりますが、すべて

の食材につきまして学校栄養士が検収を行い、

納品時間、納入業者、品名、数量、産地、製造

年月日、品質、鮮度等々につきまして日報をつ

けて、検収を行いながら万全を期しているとこ

ろでございます。 

 今後とも地元産または国内産を主に、安心、

安全な給食の供給に努めてまいりたいと考えて

おります。よろしくお願いいたします。 

○佐々木謙二議長 ２番、鈴木悟司議員。 

○２番 鈴木悟司議員 ご答弁どうもありがとう

ございました。 

 答弁者の中に市長のお名前をちょっと私の方

で入れなかったんですけども、議長のご采配が

あればよろしいでしょうか。 

○佐々木謙二議長 どうぞ。 

○２番 鈴木悟司議員 市長の方にお伺いしたい

んですけども、花の長井のまちづくりについて

という部分で、ぜひこれから市長のお考え方を

お聞かせいただければなと思いますので、あと、

その芝生の、河川敷じゃなくても学校のグラウ

ンドとかそういう部分でも、もしお考えとかこ

んなふうにしたいなというふうなことがござい

ましたらよろしくお願いします。 

○佐々木謙二議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 鈴木悟司議員には、初めての一

般質問でございますが、さまざまな本当に市民

の目線に立ったご提言、ご指摘いただきまして、

本当にありがとうございます。 

 今ご質問ありました花いっぱい運動の取り組

みでございますが、議員も一般質問の中で触れ

られておりますが、多年草や宿根草など自然に

株がふえるような植物ですね、みずからの種で

ふえるような植物を植えながら、かつて全市公

園化っていう話もありましたですけども、そん

なことで、道路とか、あるいは公共の用地にい

ろんな花いっぱいをやるってことはもちろんで

ございますけども、やはり各家庭で何か共通し

た花を植栽いただくということも大変取り組み

としては重要なんじゃないかなと思っておりま

す。 

 例えば、これがいいかどうかはこれから皆さ

んのご意見をいただくわけですけども、例えば

バラなんかも各家庭にぜひ１本以上植えていた

だくと。バラっていうのは２回咲きますし、多

年草といいますか、木でございますので、１回

―１４１― 



 

＋

 以上でよろしいですか。よろしくお願いいた

します。 

植えればそれがふえるというようなことで、例

えばそういったものをやっぱり市民の皆様のご

協力を得て家庭でもしてもらうと。あるいは、

公共施設にもそういったものも植えていただい

たりということもぜひ進めたいなと思っており

ます。 

○佐々木謙二議長 ２番、鈴木悟司議員。 

○２番 鈴木悟司議員 どうもありがとうござい

ます。 

 ぜひ、芝生のグラウンドに関しましては、や

っぱり行政としてもまだまだ研究していただき

まして、お金のかからない方法でよろしいと思

いますので、ぜひどっかには、長井市、１カ所

何とかつくっていただきたいなというのがやっ

ぱり関係者の望みだと思っております。 

 あやめ公園もことしで多分97年目ぐらいだと

思いますので、あと３年後ぐらい100周年にな

りますね。ですからあやめ公園もこれからどう

するかといったことも含めながら、ぜひ花いっ

ぱい運動、市民全員、皆さんの参加で取り組め

るようなものを考えていきたいと思います。 

＋ ＋

 それと、歩道の安全ということでガードレー

ルを、先ほど建設課長からもありましたけども、

結構ずうっとほっとかれたのかなと私なんか思

ってるんです。ちっちゃいころからあの状態だ

なというふうに思ってます。一切改善はなって

ないというのが現状だと思ってますので、それ

を子供たちが毎日毎日通っております。本当に

あそこで事故がないのがおかしいというふうに

思うくらいおっかないところでございますので、

ぜひ早急に検討いただければなと思っておりま

す。 

 それから、２点目の河川公園の件でございま

すけども、長井は野球も卓球も、さまざまなス

ポーツ、バドミントンも非常に盛んで、中学生、

高校生、いい成績をおさめていただいています

けども、特にその中でサッカーなんかも、特に

南中、北中、両方とも非常に強いと。おととし

は、たしか県大会で１位、２位で、南中、北中

というようなすばらしい成績をおさめてます。 

 しかしながら、長井市内はもちろんですけど

も、置賜に公式な競技できるような芝生のコー

トがありません。そんなことで、長井でサッカ

ー、一生懸命かかわっておられる方が芝生のコ

ートをぜひつくりたいというお話あります。し

かし、新聞等で出されましたあそこの長井橋の

ところの公園については、いろいろ問題がある

のかなと思います。場所については今後どうす

るかですけども、やっぱり望ましいのは中学校

とか高校のグラウンド。高校になりますと県に

なりますのでちょっと難しいかもしれませんけ

ども、あとはこれから整備しなければならない

学習プラザのグラウンド、そういったところに

やはり芝のコートを、市民の協力を得て、非常

に安い、しかもコストも余りかからない、そう

いった植栽ができれば大変いいなと思いますが、

これもぜひ今後検討して進めてまいりたいと思

います。 

 あと花いっぱい運動の取り組みということで、

やはり私自身もいろいろ審査員としてなり、か

かわらせていただきましたけども、やはり一生

懸命にしてくれる方はすごくきれいな花壇なり

道路沿いにたくさんの花を植えていただいてお

りますけども、なかなかそれが浸透していかな

いというのが現実ではないのかなというふうに

思っております。審査員をしておりましても、

ここにどうやって点つけてやったらいいのかな

っていうふうに思う場所も多々あるということ

でございます。ぜひ、どんと公民館とかそうい

うところに頼むだけじゃなく、やっぱり好きな

方、個人なりの方々をどんどんどんどんやっぱ

りふやしていっていただいて、花の長井という

部分を内谷市長が言ったようにふえていけばい

いなと私も思っておりますので、ぜひこれから
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私自身も頑張ってまいりますので、よろしくご

協力いただきたいと思います。 

 これで終わらせていただきます。ありがとう

ございました。 

○佐々木謙二議長 以上で一般質問は全部終了い

たしました。 

 

 

   散     会 

 

 

○佐々木謙二議長 本日は、これをもって散会い

たします。 

 ご協力ありがとうございました。 

 

 

    午後 ４時０８分 散会 

 

 

＋
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